せいざえ もん ふつ つか もの なにとぞ 

「手前 滝 沢 清左衛 門、 不束者 に > /ざり まする が 何卒 今 

後お 見知り 置かれ、 別して ご 懇意に あずか リ たく …… 」 

いけね あっし 

「どうも 不可え、 固 くるしい ね。 私に ゃァ どうに も 

太刀打ち 出来ね え。 へいへ い どうぞお 心安く ね。 ぉ尋 

ね に あずか り やした 山 東 庵 京 伝、 正に 私で ごぜえ やす。 

とこう バラ ケンに ゆき やしよう。 アツ ハハハ ハ どうで 

げすな？」 

「これ はこれ はお 手軽の ご 挨拶、 かえって 恐縮に 存じ 

ます」 

あべこべ わつ ち 

「どう致しまして、 反対 だ、 恐縮す るの は 私の 方で。 

…… さて、 お訪ねの ご用の 筋 は？ とこう 一 つゆき や 



しょうかな」 

「は、 その 事で ござ リ ますが 、手 前戯 作者 志 願 で ) J ざ つ 

て、 ついては 厚顔のお 願いながら、 ご 門下の 列に 加わ 

りたく …… 」 

「へえ、 そり ゃァ 本当です かい？」 

「手前お 上手 は 申し ませぬ」 

「それにし ちゃ ァ 智慧が ねえ …… 」 

「え？」 と 武士 は 眼 を 見張る。 

「何 を、 口が ヒり やした。 それにしても 無分別で すね。 

見れば 立派な お 侍 様、 農工 商の 上に 立つ 仁 だ。 何 を 好 

んで封 巾 間な どに …… 」 



「封 巾 間？」 と 武士 は 不思議 そうに、 

「戯作者 は 封 E 間で ござりましょう か？」 

「人気商売で げすから な。 封 巾 間で 悪く ば 先ず 芸人。 … 

〜」 

おとが い 

ッ ルリと 京 伝 は 頤 を 撫でる。 自分で 云った その 言 

葉が ど うやら 自分の 気 に 入ったら しい。 

ちと 

「手前の 考え は些 違います」 

「ハイ ハイお 説 はいずれ その 中 ゆっくり 拝聴 致す とし 

て、 第二に 戯作と いう この 商売、 岡 眼で 見た ほど 楽で 

げ えせん」 

「いや その 点 は 覚悟の 前で …… 」 



なせえ」 

で、 武士 は 帰って 行った が、 この 武士 こそ 他なら ぬ 

後年の 曲亭馬 琴であった。 

「来て 見れば 左程で もな し 富 土の 山。 江戸で 名高い 山 

東 庵 京 伝 も 思った より 薄っぺらな 男で はあった」 

これが 馬 琴の 眼に うつった 山 東京 伝の 印象であった _ 

「変に 高慢で ブッ キラ 棒で 愛嬌の ねえ 侍 じ やねえ か。 

…… 第一 体が 大き 過ぎら あ」 

京 伝に 映った 馬 琴の 態度 も 決して 感じの いい もので 

はなかった。 

さも 面倒 だとい うように、 馬 琴の 置いて 行った 原稿 



ついては 洵に 申し兼ね ますが、 お 上のお 達しに 逆らわ 

ない 範囲で 草双紙 をお 書き下さるまい かご 〔# 「まい 

かご」 は 底本で は 「まい かご〕 

余儀ない 様子に 頼んだ ものである。 

京 伝 は 腕 を 組んで 聞いて いたが、 早速に は 返辞 もし 

なかった。 —— 彼 はすつ かり 懲りた ので ある。 五十 日 

の 鉄の 手錠 は 彼に は 少し 重す ぎた。 いっそ 戯作の 足 を 

洗い 小さく ともよい から 店で も 出し、 袋物で も 商おう 

かしら？ それに 今 こそ 人気で は あるが いつ 落ちない 

もので もな し、 それに もし 今度 忌避に 触れたら 牢に入 

れられ ない もので もない。 あぶない あぶない と 思って 



でさ あ。 実は …… 」 と 京 伝 は蔦屋 との 話 を ざっと 馬 琴 

へ 話した 後、 

「新年と 云 つ て も逼っ て 居り やす。 四 編 はどうで も 書 

かずば なるまい。 とても 私の 手に は 合わず、 さりと 

て 今更 断り もなら ず、 四苦八苦の 態たら くで げす。 I 

I いかがで げしょう 滝 沢さん、 代作 をな すつ ちゃ ァ下 

さるまい か？」 

とうとう 切り出した ものである。 

「代作？」 と 云って 渋面 を 作る。 

馬 琴に は 意味が 呑み込めない らしい。 

いけ ま 

「左様、 代作、 不可 せんかえ？」 



う」 

「や、 そいつ ァ 有難て え。 無論 稿料 は 山分けです ぜ」 

しかし それに は 返辞 もせず、 馬 琴はノ ッソリ 立ち 

上った が、 やがて 自分の 机へ 行く と、 もう 筆 を 取り 上 

げた。 

たち ど ころ 

筆を投 ずれば 風 を 生じ 百 言 即座 に 発する というの 

が 所謂る 馬 琴の 作風であって、 推敲 〔# 「推敲」 は 底本 

では 「推 稿 匕 反覆の 京 伝から 見れば 奇蹟と 云わな けれ 

ばなら なかった。 

その 日から 数えて 一 月ば かりの 間に、 実に 馬 琴 は 五 

編の 物語 をい と 易々 と 仕上げた ので ある。 しかも 京 伝 



籍が 豊富に 貯えられて いたから である。 馬 琴 は 用事の 

vJ ま ま 

隙々 に それらの 書物 を渉獵 し、 飽 無き 智慧 慾 を 満足 さ 

せた。 

戯作者と して は 彼の 体が 余りに 偉大であった ので、 

まごころ 

冗談で はなく 誠心から 相撲に なれと 進める 者が あった 

が 彼 は 笑って 取り合わなかった。 その 清廉の 精神と 

堂々 の 風 彩 を 見込まれて、 蔦屋の 親戚の 遊女 屋 から 入 

婿になる よう 望まれた が、 馬 琴 は 相手に しなかった。 

側 眼 も ふらず 戯作 道 を 彼 は 精進した ので ある。 

しらみ 

曲亭馬 琴と 署名して 「春の 花 虱 の 道行」 を 耕 書 堂 か 

ら 出版した の は、 それから 間もなくの ことで あつたが、 



切って いら あ。 何でえ 盲目に 衝突たり やが つて。 ええ 

気をつけろ い 気をつけろ い！」 

ののし 

莫迦に 威勢の よい 捲き 舌で 桶の 中の 男 は 罵詈った が、 

馬 琴に は その 声に 聞き覚え があった。 それに 白昼の 大 

晦日に、 深 川の 通り を 風呂桶 を 冠って 横行闊歩 する 人 

間 は、 あの 男 以外 〔# 「以外」 は 底本で は 「意外 匕 に は 無 

いはず である。 

そこで 馬 琴 は 声を掛けて 見た。 

「おい 貴公 十 返 舎で はない か」 

「え？」 

ひど 

桶の 中の 男 は 酷く 驚いた 様子で あつたが、 にわかに 



ゲ ラゲ ラ 笑い出し、 

「解 つ たぞ解 つ たぞ 声に 聞き覚えが ある。 滝 沢 氏で) J 

ざろう がな。 アツ ハハ ハハ、 奇遇々々。 いかにも 手前 

十 返 舎 一九、 胄を 脱いで いざ 見参！ あり や あり や 

あり や あり や、 ソレソ レソレ ソレ」 

掛声と 一 緒に 据 風呂桶 を 次第に 高く 持ち上げ たが、 

ヌッと 裾から 顔を視 かせる と、 

「 一 夜明ければ 新 玉の 年、 初湯 を 立てようと 存じ やし 

てな、 風呂桶 を 借りて 参り やした。 そこで 何と 滝 沢 氏 

明日 は 是非とも 年始が てら 初湯 を 試みに お出かけ 下さ 

れ。 確と お 約束 致し やした。 しからば これにて、 ハイ 



を 僻んで 見る ようになった。 独創の 才は 無かった が、 

しかし 一 個の 奇才と して 当代の 文壇に 雄飛した こと は、 

又 珍し い と 云う ， J とが 出来よう。 

真夏が 江戸へ 訪れて 来た。 

かんぜおん うらぼん え またたく ま 

観世音 四 萬 三千 日、 草巿、 盂蘭盆会 も 瞬間に 過ぎ 土 

用の 丑の 日に も 近くな つた。 毎日 空 は カラ リと 晴れ、 

巿中は むらむらと 蒸し暑い。 

軽い 歯痛に 悩まされ、 珍しく 一 九 は 早起き をした が、 

そのまま フラリ と 家 を 出る と 日本 橋の 方へ 足 を 向けた。 

橋 上に 佇んで 見下せば、 河の 面て に は 靄 立ち 罩め、 



た、 それでも 読者 は 待ち兼ねて 矢の ような 催促 をす る 

のであった。 

こうして 四 編 を 出した 時、 馬 琴 はにわ かに 行き 詰 

まった。 

「俺 は 身分 は 武士で あつたが、 何故か 武芸 を 侮って こ 

れ迄ー 度 も 学んだ ことがない。 武芸 を 知らずに 武勇 譚 

を 書く、 これ は 行き 詰る のが 当然で ある」 

こう 考えて 来て 当惑した が、 そこ は 精力 絶倫の 馬 琴 

のこと であった から、 決して 挫折 はしなかった。 当時 

あさ リ またし ちろう にえ 

の 剣客 浅 利 又 七 郎へ贄 〔# 「贄」 は 底本で は 「贅匕 を 入 

れて 門下と なり、 剣 を 修めようと したので ある。 



くように 云 つ た。 

「今夜 は 拙者の 負けで ござる。 ご免」 と 云う 声が 聞 こ 

えた かと 思う と、 立ち去る らしい 足音が した。 

その 足音の 消えた 時、 馬 琴 は 初めて 顔 を 上げた。 武 

士の姿 は どこに も 見えない。 そこに は 闇が 有る ばかり 

である。 

自分の 家へ 帰って来 ると、 直ぐに 馬 琴 は 筆 を 執った _ 

犬 飼 現 八の 怪猫 退治 II 八 犬 伝での 大 修羅場 は、 瞬間 

にして 出来 上った が、 爾来 滞る こ ともなく 彪大 極まる 

物語り は、 二十 年間 書き つづけられ たので ある。 
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